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優れた研究者は、独自性ある着眼点をもって仮説を育み、それに基づいて実験・観察

等で得られた成果を世界に向けて公表し、世界の研究者からのコメント・批判を受け

て仮説の推敲・強靱化を図る一連の作業をすることができます。それは、彫刻をひと

つの角度だけから見ている個人レベルでの思惟を、異なる学術経験・文化・思考方法

をもつさまざまな研究者の助けを得ながら、彫刻を異なる多くの角度から見ることで

完全なものに近づけようと推敲する作業であると言えるでしょう。そのためには、研

究者は自分を多くの研究者の前に露出させ、建設的な議論を導き、自分の仮説を修正

する気構えと技術をもつことが重要です。 
 我が国では、いかに優秀であっても言語・地理上の障害に加えて、ひとまえでの積
極的な発言をためらうという悪弊のために、議論で自分を鍛えることを苦手とする研

究者が多いことも事実です。「世界視力を備えた 次世代トップ研究者育成プログラム」
（L-INSIGHT）は、世界で活躍したいと願う若手～中堅研究者をフェローとして採用し、

研究の進め方や論理の導き方、また研究者としてのwork-life balanceなどについて
世界で活躍する研究者がどのように実践しているのか、その多様性を学び、学んだ成

果を自身の研究活動に生かすためには能動的にどのようにすべきか、という自問を通

して実践的な成果を得ることを目的としています。

 昨年度末、L-INSIGHTは事業の前半にあたる開発フェーズを終え、令和6年度よ
り普及に向けた改善のフェーズに入りました。また、第１期フェローがL-INSIGHT
初のアラムナイとなりました。彼ら・彼女らの世界での活躍はこれからが本番です。

L-INSIGHTを通じて得られた方々との繋がりを育て、学術界を盛り上げていかれる
ことに期待します。また、拠点は、本プログラムを学内外で広く活用いただくための

さらなる工夫をいたします。

 本プログラムにより、より多くの「世界で活躍できる研究者」が産まれることを期
待しています。

 L-INSIGHTプログラムマネージャー
 若手研究者戦略育成拠点長

  学術研究展開センター（KURA）センター長

 京都大学 副学長（学術研究支援担当）

 石川 冬木

事業前半を振り返って
～さらなる普及に向けて～
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自由の学風を継承してきた京都大学では、研究者育成を制度として取組む上でも、若

手研究者のもつ個性を尊重しています。キャリアの多様化が進む若手研究者にとって、

長期的展望を開拓し、維持できる環境はますます重要性を増しています。このような

現状を踏まえ、本事業では、若手研究者の主体性を活かし、その潜在能力を最大限に

引き出す育成プログラムを開発しようとしています。

研究を通じて未来社会に貢献し長く研究者として活躍するためには、研究活動を多様

な側面から理解し、いち研究者としてだけでなく、地域産業や国際社会に至る異なる

立場の目線から洞察し実行することが肝要です。

 本事業では、このような行動特性（コンピテンシー）を世界視力と銘打ち、プログラム
開発の基盤となる独自のコンピテンシー・フレームワークを設計しています。（P.11参照）

このフレームワークを基盤として、個々が目標と目標に至るプロセスを定め、その達

成に必要な視座、知識、行動といったコンピテンシーを高めるプログラム群を構成し

ています。基幹プログラム群（Core Programs）・実践プログラム群（Practical Programs）

および、プログラムでの経験と研究活動を円滑に繋ぐCToP（Core to Practical）の3つ
の異なる形式のプログラムは、特に研究者のコアサークルの形成に照準を合わせた内

容としています。

さらに、研究者個人が各種プログラムの効果を自ら検証するツール（Global Insight 

Individual Logic Plan、GIILP）を開発し、研究者自身の目指すコンピテンシーへの個別プ

ログラムのインパクトを振り返ることで、プログラムの効果測定（有効性評価）を行っ

ているほか、各研究者の研究実績を経年的に測るモニタリング（定点調査）を導入する

とともに国内外の有識者から意見を取り入れ、プログラムの開発・実証・改善を実施

しています。若手研究者の自己分析は、名誉教授メンターや受講支援メンターらとの

面談により支援しています。

以上を実現するため、学内の各組織はもとより、国内外の研究教育機関および企業

と連携関係を構築して多様な視点による機会提供を実現しています。開発されたプロ

グラムは国内外の研究者に活用いただくため、その普及に向けて継続的に改善に取り

組んでいます。

事業の構成

プ
ロ
グ
ラ
ム
の

改
善

提供プログラム
（基幹プログラム･実践プログラム･CToP等）

L-INSIGHTフェロー

研究活動の加速･自己定義による世界視力の強化 

対話･内省

自己改善

定点調査

研究者支援体制の整備

名誉教授メンター

受講支援メンター

URA（リサーチ･アドミニストレーター）

執行部･担当者 参画する研究者

パートナー機関･連携機関

KURA世界事例調査対象機関

人材育成環境創出の協業

組
織
的
な

協
力
機
関

評価ツール
GIILP

事業運営支援･評価体制の整備

外部評価委員

アドバイザリーボード

本学関連組織
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若手研究者戦略育成拠点 | 運営委員会・推進委員会・事務局
若手研究者戦略育成拠点を学術研究展開センター（KURA）内に設置。拠点長がプログラムマネー

ジャーを兼任し、拠点内には、実施責任者である研究推進担当理事を含む、事業全体の最高

意思決定組織である「運営委員会」、学内有識者とともにプログラムの立案、開発及び策定を

行う「推進委員会」、L-INSIGHTフェローの選考を行う「選考委員会」を組織しています。事
業運営は、「プログラム開発ワーキンググループ（WG）」と「事務室」から成る「L-INSIGHT
事務局」が行なっています。

L-INSIGHTフェロー｜異分野コミュニティによる効果実証
次世代トップ研究者の育成に有効なプログラムを開発・普及するため、本事業では、公募に

より選出された高い独創性と志を持つL-INSIGHTフェローと共にプログラムの効果実証を行
なっています。フェロー期間は概ね3年間です。L-INSIGHTフェローは令和2年6月より第1
期募集を開始、令和6年度までに第4期募集を行い、京都大学の人文社会系、医薬生命系、
理工系に跨る14部局に所属する若手研究者累計30名をフェローとして選出しています。

パートナー機関・連携機関｜ダイバーシティ環境創出によるプログラム実施環境の整備

国内外の連携機関と共に、日常的に得られにくい文化圏・分野・世代を超えた議論などの機

会を提供プログラムの内容に応じて共創しています。L-INSIGHTフェローをはじめとする
若手研究者にとって意義がありフレキシブルに活用できる機会を創出しています。

アドバイザリーボード・外部評価委員｜運営支援・評価体制の整備

L-INSIGHTフェローに対して俯瞰的な示唆を与え、事業運営に対して専門的・国際的な見
地から助言を与えるアドバイザリーボード、および、人材育成に関する有識者である外部評

価委員を置き、毎年意見交換を行なっています。令和5年度には外部評価委員会を開催し、
事業開発フェーズにおける評価と助言を頂きました。

プログラムの効果実証は、フェローと共に実施しています。若手研究者が自ら目標として掲

げる活動を組織的に支援するため、国内外の連携機関やトップ研究者との協働を進め、事業

推進環境を創成しています。また、国内外の有識者グループから若手研究者戦略育成拠点（拠

点）に対して事業に対する助言を受けて、プログラム改善と事業運営体制を行っています。

拠点 ·事業運営体制

事
業
運
営
支
援
・
評
価
体
制
の
整
備

運
営
委
員
会
･推
進

委員
会（
学内
有識者）

外
部
評
価
委
員
・
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド

L-INSIG

HT事
務
局
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連
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関

*

L-INSIGHT
フェロー

名
誉
教
授

メンター・
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講
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援
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究
者
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人 材 育
成
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戦
略
育
成
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総長

研究
推進担

当理事

拠点長

選
考
委

員会

（プロ
グラ
ム開

発
ワ
ー
キ
ン
グ

グル
ープ

・
事
務
室
）

*(KIRIN・島津製作所・三井化学・メルボルン大学・
大阪大学・沖縄科学技術大学院大学・神戸大学、
ハイデルベルグ大学・カールスルーエ工科大学・
ゲッティンゲン大学等)
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詳細　1.

プログラム開発・実証について

基本理念と考え方

若手研究者の長期目標の実現を支援

提供プログラムの構造と普及
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L-INSIGHTが考える次世代の研究者
科学・学問に対する社会的要請は近年益々高まっており、次世代の研究者は世界を

見据え、未来社会を学術で担う役割が求められます。L-INSIGHTでは、このような
役割を担う研究者として長く活躍するためには、世界視力を身につけることが肝要

であると考えています。

　世界視力とは、「価値創造」「内外調整」「社会変革」といった研究活動上の3つの
目的に対して、それぞれ ｢自分自身｣ ｢小さなグループ｣ ｢大きな社会集団｣ の3つ
の視座を掛け合わせた9つの属性で構成される枠組み（フレームワーク）で整理する行
動特性（コンピテンシー）です。

　L-INSIGHTではこのフレームワークを、個々の若手研究者が自ら長期的な目標を
定め、どのような取組みやコミュニティで研鑽を積めば必要なコンピテンシーが備

わるか、自己の現状を見極め、自ら活動改善を図るための基盤としています。

基本理念と考え方
ー自己と世界を見据え、未来社会を学術で担う研究者へー

自分自身
Self

大きな社会集団
Social System

小さなグループ
Interpersonal

内外調整
価値創造

社会変革

自分自身
Self

視座

小さなグループ
Interpersonal

視座

大きな社会集団
Social System

視座

社
会
変
革

内
外
調
整

価
値
創
造

研究活動
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経年的な自己評価

活動の改善

提供プログラムに関すること

毎年5月頃 対話を
通じて実施

【Global Insight
Individual Logic

Plan】

研究活動に関すること

事業に期待する支援の伝達

拠点が提供する活動資金の妥当性

確認

参加するプログラムの検討

コンピテンシーフレームワークに
3年間で実施する研究活動をマッピング

マッピングした研究活動の実現の確度を
高めるコンピテンシーを自ら言語化

プログラム開発の進行

長期目標の明示/確認

目標実現の具体的状況の想定
（＝オルタナティブな指標の設定）

3年間で実施する研究活動の明示
コアサークルの形成、必要なリソース
の確保等のプロセスを想定

GIILP

活
動
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
化

個
々
の
研
究
活
動
と

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
接
続

機
会･

活
動

資
金
提
供

内外調整
価値創造

社会変革

引き上げのあったコンピテンシーと
プログラムの紐付け･プログラム評価

プログラムの改善

目標設定のプロセスとモデル化 
若手研究者のキャリアは昨今、多様化しています。彼らにとってのロールモデルの

不在や、長期的展望の維持を揺るがす現状を踏まえ、L-INSIGHTでは、若手研究者
の主体性を活かし、その潜在能力を最大限に引き出す育成プログラムを開発したい

と考えています。そのため、京都大学の志の高い若手研究者（L-INSIGHTフェロー）と

ともにプログラムの実証を行なっています。

　L-INSIGHTフェローは研究者としての長期目標と、その実現に向けて取り組むべ
き活動を想定し、一連のプロジェクトとして実施します。令和6年度からは、研究
者のコアサークル（p.14参照）を形成することを長期的目標の実現に向けた活動の中

心に据え、到達点の一つとしています。

　一連の自己分析ツールとして開発したオンラインツール（Global Insight Individual 

Logic Plan「GIILP」）を使用して、受講支援メンターやプログラム開発WGメンバーと
の対話を通じて、各人に活動に必要なコンピテンシーを言語化します。毎年一回、実

行した活動とコンピテンシーとを紐付けし、自己評価と経年的な自己改善に繋げます。

　またGIILPは、提供プログラムが各人のコンピテンシーの向上・変化に与えた影
響の可視化にも役立っています。拠点ではこの効果測定を通じ、プログラムの改善や、

不足しているプログラムを検証しており、事業全体の改善に活用しています。GIILP
は個々の研究活動と拠点をつなぎ、L-INSIGHTフェローにとって提供プログラム・
資金支援の意義を最大化する役割を担っているといえます。ツールには下記の項目

が含まれています。

若手研究者の長期目標の実現を支援
̶目標実現までのプロセスを自ら描く̶
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自分自身
Self

大きな社会集団
Social System

小さなグループ
Interpersonal

内外調整
価値創造

社会変革

これらのコンピテンシーは、2020年台の若手研究者が研究活動の推進に必要としたコンピテンシーであり、
大学院生等の取り組みにおいても大いに参照し得るマインドセット・スキルセットであると考えています。

コンピテンシー | フェロー定義による9つのコンピテンシー集約結果
（令和2-4年度分を令和5年度に集約）

価値創造

Self

学術と社会を俯瞰して研究テーマを考える能力、専門的な知識・技術をアップデート
していく能力、セルフマネジメント能力など

内外調整 基礎研究と応用・社会貢献のバランスをとる戦略性思考、外部コミュニティや研究者と
のネットワーキングとコミュニケーション、業務・研究時間の管理など

社会変革 研究の価値を社会の中で位置づけ、研究課題を見出す能力、研究におけるアカデミア
内外に対するリーダーシップ、高い成果発表能力、主体的なキャリア・人生設計など

価値創造

Inter-
personal

専門内外の研究人脈をつくる能力、他の研究者と連携して共同研究を始動する能力、
コミュニケーション能力、学生を育てる能力など

内外調整 学生のやる気を引き出し、能力を高める指導能力、チームと個のパフォーマンスを上
げるマネジメントなど

社会変革 当事者、研究者、企業と社会実装を行う能力、協力や情報発信のためのネットワーキン
グ、一般や異分野に向けた説明能力、プロジェクトマネジメントなど

価値創造

Social
System

社会に関わる研究課題の構想力、他分野の研究者などと研究テーマを開拓する能力や
協力体制を構築する能力など 

内外調整 外部の価値観を理解して、外部と連携しながら活動する能力、メンバーに適切な指導・
対応をする能力、共同研究のマネジメント能力など

社会変革 国内外や異分野間を含めて研究コミュニティをつなぐ能力、分野間の橋渡しやアウト
リーチ、政策提言をする能力、地域の人や産学連携で社会実装を実行する能力など

プログラム評価 | 9つの属性とプログラムの紐付け（抜粋） | 2023年5月集計

プログラム
実
人
数

価値
創造

内外
調整

社会
変革

価値
創造

内外
調整

社会
変革

価値
創造

内外
調整

社会
変革

Self Interpersonal Social System

受入時ヒアリング / GIILPヒアリング 21 0.4 0.5 0.3 0.3 0.5 0.2 0.4 0.4 0.3

名誉教授メンタリング 20 0.3 0.4 0.3 0.4 0.3 0.2 0.2 0.2 0.3

合同ミーティングプログラム 21 0.0 0.1 0.0 0.3 0.1 0.0 0.1 0.0 0.0

アドバイザリーボード交流会 14 0.0 0.1 0.0 0.0 0.1 0.1 0.1 0.2 0.3

フェロー提案プログラム 18 0.1 0.2 0.1 0.3 0.3 0.2 0.1 0.1 0.2

企業来学レクチャー 12 0.1 0.2 0.1 0.1 0.3 0.1 0.0 0.3 0.0

京都大学が世界に誇る研究者に学ぶ 7 0.7 0.1 0.3 0.4 0.3 0.0 0.6 0.1 0.1

L-INSIGHTキャリアプログラム 8 0.0 0.4 0.1 0.3 0.4 0.4 0.1 0.1 0.3

グローバルフォールド豪州 現地フィールド 6 0.3 0.7 0.3 0.2 0.5 0.2 0.2 0.3 0.3

同 ジョイントミーティング・個別訪問 11 0.2 0.3 0.1 0.5 0.3 0.3 0.4 0.3 0.0

グローバルフィールド沖縄 ジョイント
ミーティング・個別訪問 9 0.3 0.2 0.0 0.3 0.2 0.1 0.1 0.2 0.1

グローバルフィールド北海道 現地フィールド 4 0.0 0.0 0.3 0.0 0.0 0.0 0.5 0.3 0.5

HeKKSaGOn発展プログラム 12 0.2 0.3 0.3 0.3 0.3 0.2 0.4 0.4 0.3

リーダーシップ強化プログラム（円卓会議） 6 0.2 0.2 0.3 0.0 0.3 0.2 0.2 0.0 0.2

̶参加実人数に占めるフェローによる効果判定の割合̶ [効果チェック数/実人数 ]

前年度のプログラム参加において「駆動され、引き上げられたコンピテンシー」としてチェックされ

たプログラムを累計し、プログラム参加実人数で除した値。プログラムへの参加人数がプログラムご

とに異なるため割合で示す。同一のフェローが複数回参加をした場合も 1人とカウント（地厚人数）。同
一フェローが同じ属性に複数回チェックを入れた場合も 1とカウントしています。
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3つのプログラム群
L-INSIGHTでは、学術だけでなく、産業や社会に対して世界的に貢献するための目
標を自ら定めるとともに、研究者のコアサークル*を形成することも到達点の一つ
に設定しています。その達成に必要な視座、知識、行動といった世界視力を高める

のが、3つの柱で構成されるプログラム群です。

①　世界視力への理解を深め、実践に必要な能力を養う「基幹プログラム群（Core 

Programs）」

②　プログラムでの経験と研究活動をスムーズに繋ぐ「CToP（Core to Practical）」

③　実践の場で行動を通じて世界視力に磨きをかけながら、自在に発揮する能力を

養う「実践プログラム群（Practical Programs）」

研究活動との接続にあたっては、名誉教授メンターが長期的な視座から対話を行い、

プログラムの参加にあたっては、受講支援メンターがバックアップします。

また、研究成果の発信に必要な費用を毎年上限を定めて提供しています。

プログラムの普及について

提供プログラムは研究者のコアサークル形成に資する機会創出や個々の研究活動を

バックアップすることを主眼においています。フェロー以外の研究者や大学院生で

も希望をすれば参加可能なプログラムも、基幹プログラムを中心として提供されて

います。今後も引き続き、フェローや連携機関に所属する研究者に限らず、広く活

用頂けるプログラムとして普及のための改善を進めていきます。

〇　各研究分野では、最新の研究成果に関するリ

アルタイムでの情報共有や最重要な国際会議・国

際シンポジウム等の企画などを行う世界第一線の

研究者グループ、いわゆる「コアサークル」がある。

〇　世界視力を備えた次世代トップ研究者になる

ためには、自身の研究分野のコアサークルの一員

になることを目指さなくてはいけない。

〇　それには、現時点から、将来有望な同世代の

研究者とのネットワークを形成し、自身の研究分

野において研究コミュニティの中心に入り込んで

いく素地を作ることが重要。

研究者のコアサークル

提供プログラムの構造と普及
̶異なる形式のプログラムでコアサークル形成を後押し̶

長期的目標へ

シニア

若手

長期目標を実現するために

コアサークルを形成する
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詳細　2.

提供プログラムについて

基幹プログラム群
C-1｜豪州・国際連携プログラム
C-2｜欧州・国際連携プログラム
C-3｜OIST・国際連携プログラム
C-4｜産学横断プログラム
C-5｜世界に誇る研究者に学ぶ
C-6｜L-INSIGHTキャリアプログラム

CToP
CP-1｜名誉教授メンター制度
CP-2｜Global Insight Individual Logic Plan （GIILP）面談

CP-3｜L-INSIGHTワークショップ

実践プログラム群
P-1, 2, 3｜研究費・渡航費・招聘費
P-4｜論文投稿支援
P-5｜フェロー提案プログラム
P-6｜融合研究着想コンテスト

 15



豪州・国際連携プログラム

豪州メルボルン大学との協働により、多様かつ実験的な機会を継続的に提供しているプログ

ラムで、令和元年度の本学若手研究者による訪問以降続いています。メタバース空間での異

分野学術交流などを経て、令和4年度にフェロー・大学院生による現地訪問が再開しました。
豪州の社会背景と強みを活かした研究分野の研究者・専門家による講義と議論、研究会およ

び若手間交流のほか、自身の専門に関連する研究室の訪問を行っています。 

パートナー機関 メルボルン大学との協働が創出する、実験的で多層的なプログラム

基幹プログラム群

C-1

近視眼的な共著論文の発表ではなく、多様なアプローチで広範な課題を

共有し、研究者としてのキャリアを通じた持続的な関係を築けるコア

サークルを構築する

目的

4月
参加希望

事前照会

6-8月
現地との

調整

7月
L-INSIGHT内
ワークショップ

9-11月
セミナー登壇
（オンライン）

12-2月
現地との調整

・広報等

2-3月
現地での

研修

取組みの

流れ

●フェローが座長を務め、学際的テーマでフォーラムを開催

・ 議論のテーマは各グループの座長を務めるフェローが提示
・ フォーラム事前の数ヶ月間にわたって、メルボルン大学でのオンラインセ
ミナーで参加フェローが順次講義

●多文化主義国家であるオーストラリアならではの「社会の中の研究」「研究

の中の社会」から学びを得る機会として、疫学や文化人類学、都市計画等

の講義や議論、現地見学を実施（写真は令和4年度の例） 
●フェローが関係を築きたいメルボルン大学研究者を個別訪問（研究者マッチン

グの支援あり） 

活動

● 外部資金での既存の共同研究者とは異なる人的関係資本の構築
● 研究室訪問に合わせた講演会への登壇
● 異分野異文化の研究者との議論による長期的テーマにまつわる課題の棚卸し
● オーストラリアの強み分野のデータ等へのアクセス開拓

活用法・

成果

この活動で期待される効果*

チームの能力を高める指導能力、チームと個のパ
フォーマンスを上げるマネジメントスキル

*期待される効果についてはP.13を参照して下さい

Self × ×Interpersonal内外調整 内外調整

基礎研究と応用・社会貢献のバランスをとる戦略
性思考、外部コミュニティや研究者とのコミュニ
ケーションスキルの向上
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欧州・国際連携プログラム

ドイツ・ハイデルベルグに設置されている京都大学 欧州拠点の協力のもと、HeKKSaGOn*（日
独6大学アライアンス）に加盟するハイデルベルグ大学、カールスルーエ工科大学、ゲッティン

ゲン大学と綿密な連携を図り実現するプログラムです。フェローが座長を務める学際フォー

ラムには、幅広い分野の研究者が複数の機関から集まり、分野を超えたコアサークルの形成

のきっかけになっています。また、自身が関係を築きたい欧州圏内の研究者・研究室の個別

訪問も行い、共同研究や、欧州・日本でのセミナーの共同開催へと繋がっています。
 *日本とドイツの科学と知識の進歩向上を目指す学術交流を目的として2010年に設立

京都大学欧州拠点、ハイデルベルグ大学・カールスルーエ工科大学・ゲッティンゲン大学との
連携で実現する、挑戦的プログラム 

基幹プログラム群

 C-2

● フェローが座長を務める学際的テーマのフォーラム「Dialogues for Future 
Research and Science with Early Career Researchers」を開催

・ 議論のテーマは各グループの座長を務めるフェローが提示
・ 各グループにコメンテーターとしてシニア研究者を配置
・ 京都大学欧州拠点とドイツ3大学（ハイデルベルグ大学、カールスルーエ工科大学、ゲッ
ティンゲン大学）が各グループのテーマにあわせ研究者マッチングを支援

・ これまでにフェロー 16名が座長を勤め、ドイツ 12機関65名が登壇、292
名が聴講

● テーマに関連して、自身が関係を築きたい欧州国内の研究者を個別に訪問
● 日独6大学学長会議（隔年開催）に登壇

活動

この活動で期待される効果

社会に関わる研究課題の構想力、他分野の研究者
などと研究テーマを開拓する能力や協力体制を構
築する能力 など 

System × ×System価値創造 内外調整

外部の価値観を理解して、外部と連携しながら活
動する能力、ステークホルダーのある共同研究や
現地実践やマネジメント能力 など

活用法・

成果

●共同研究の開始

・”Estimating heterogenous treatment effect“ – ゲッティンゲン大学病院
・”Survival strategies of microorganisms living on plant leaves and their 

application to agriculture”  – カールスルーエ工科大学
● 現地 / 日本でのセミナー共同開催
・”Approaches in Environmental and Wildlife Conservation“ – マックスプ
ランク等

・”Advances in Imaging Across Micro and Macro Scales“– エアランゲン
大学病院等 他多数

4月
参加希望

事前照会

6-7月
現地との

調整

8月
L-INSIGHT内
ワークショップ

9-10月
研究者マッチング・現地

研究者とのグループ顔合わせ

取組みの

流れ

11月
現地研修

報告書
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OIST・国際連携プログラム

本事業のパートナー機関である沖縄科学技術大学院大学（OIST）と様々な形式で行われる連

携プログラムで、令和元年度に同大学の若手研究者有志が主宰する研究会にL-INSIGHTメ
ンバーが参加して以来続いています。 現在、メタバース空間での学術交流や、個別の交流支
援が実を結び、研究資金の獲得、共同研究の開始、シンポジウムでのパネリストとしての招

聘など、多様なネットワークが構築されています。

パートナー機関である三井化学株式会社（令和元年度～）、キリンホールディングス株式会社（令

和2年度～）、株式会社島津製作所（令和3年度～）等と協力し、セクターを超えた視点の獲得・

強化を支援し、産学交流の礎を作るためのプログラムです。今後は、本事業が持つ学内のネッ

トワークや、国外でのネットワークを活かした更なる産学横断プログラムの企画・開発を目

指します。

● 京都大学、およびパートナー機関である大阪大学・神戸大学の研究者を対
象とした、 OIST所属研究者によるワークショップ（令和2年度）

● メタバース空間での分野横断型ポスターセッション「OIST & Kyoto 
University Joint Meeting」（令和2年度）

● OISTでの現地フィールドプログラム（令和3年度）

● フェローによるOIST研究者個別訪問の支援（令和4年度）

これまでの

取組み

● フェローとパートナー企業の若手研究開発担当者・幹部役員による意見交
換会

● 企業来学レクチャー（令和3年度：三井化学、キリンホールディングス、令和4年度：島

津製作所）

● 産学横断実践リーダーシップ強化プログラムにおける、アンコンシャスバ
イアスに関する円卓会議（令和3年度：朝日新聞東京本社、令和4年度：三井化学、キ

リンホールディングス、島津製作所、北海道大学ダイバーシティ研究環境推進室）

これまでの

取組み

産学横断プログラムC-4

基幹プログラム群

C-3
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世界に誇る研究者から学ぶ

日本が世界に誇るトップ研究者が、参加する若手研究者の目標や課題に合わせてカスタマイ

ズしたワークショップを実施します。トップ研究者が大切にしてきた考え方・やり方を、少

人数で詳しく伝授していただきつつ、世代を超えて変わらないこと・変わっていくことを先

取の気概で議論する、「今日から研究に活かせるプログラム」です。令和5年度に開催された
第2回は、本事業のパートナー機関である大阪大学・神戸大学、また京都工芸繊維大学の若
手研究者もフェローと共に講義に参加しました。

世界視力錬成プログラム（対話型）

● トップ研究者による 100% テーラーメードの講義
● 講義パートは、京都大学の動画ポータルサイト（KyotoU Channel）や、京都大

学公式YouTubeチャンネルにて公開

講義内容

第 1回 講師 森 和俊 教授 （京都大学 理学研究科）

第2回 講師 加納 学 教授
 （京都大学 情報学研究科、クアドリティクス株式会社・共同創業者）

過去の

開催

この活動で期待される効果

基礎研究と応用・社会貢献のバランスをとる戦略
性思考、外部コミュニティや研究者とのコニュニ
ケーションスキルの向上

Self × ×System価値創造 価値創造

社会に関わる研究課題の構想力、他分野の研究者
などと研究テーマを開拓する能力や協力体制を構
築する能力 など

参加者の声 「成功体験ばかりが聞かれるイベントは多いが、このプログラムでは研究の先

輩が本当に辛かったことや最悪の状況を話してくれた。そうしたタイミング

が来たら、今日の話を思い出そうと思う。」

5月
GIILP面談においてフェローの
目標や課題を抽出

講師調整

参加フェロー

情報共有

ワークショップ

交流会

取組みの

流れ 動画公開

基幹プログラム群

 C-5

第2回第1回
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�����������21%

20%

19%

16%

10%

14%

参加者の割合

教授・准教授

URA

講師・助教・研究員

その他

博士学生

学部生・修士学生

L-INSIGHTキャリアプログラム

世界を活動の舞台にする若手研究者が、自身の経験を踏まえた視点をケースとして若い世代

に向けて共有し、全体と個、競争と共存の日々の間で自らのキャリアと研究課題をいかに展

望するのか、今日的で現実味のある戦略を共に考えます。これまでに、国内外機関からおよ

そ400名の聴講者が参加する日英バイリンガルのイベントです。第一線で活躍する研究者を
囲んでのグループディスカッションでは本学若手研究者がファシリテーターとして活躍し、

海外出身研究者からもネットワーキングの機会として支持されています。

世界視力錬成プログラム（セミナー型）

● 世界を舞台に活躍する若手研究者を招聘、国際的な研究活動における具体
的課題をケーススタディとして議論

● テーマについて専門的に取組む研究者の話題提供により、課題を精緻化
● 京都大学白眉センターや大学院教育支援機構等と連携し、分野・世代を超
えた幅広い参加者が議論に加わる

● 大学院生等を対象にグループファシリテーターを 10名程度公募し、事前ワー
クショップを開催

● フェローや本学の海外出身研究者・留学生、幅広い層の学外参加者を交え
ネットワーキング

活動

第 1回   「若手研究者の海外留学・海外転職、再考̶パンデミック後の研究キャ
リア選択」 （2期 井上浩輔フェローが話題提供）

第2回　「若手研究者がデータで解析する人間と個性̶遺伝、教育、AI、脳、
研究の社会的評価」（1期 髙橋雄介フェローが話題提供） 

過去の

開催

この活動で期待される効果

チームの能力を高める指導能力、チームと個のパ
フォーマンスを上げるマネジメントスキル

Interpersonal × ×Interpersonal内外調整 社会変革

当事者、研究者、企業と社会実装を行う能力、協
力要請のためのロビーイングや一般や異分野に向
けた説得能力 など

基幹プログラム群

C-6

Series: 
Life as a Scholar 
“Your home and beyond”

3rd

お問い合わせ 京都大学 世界視力を備えた次世代トップ研究者育成プログラム（L-INSIGHT）事務室｜電話：075－753－5916／メール：admin-l-insight@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp
Contact Of�ce of the Program for the Development of Next-generation Leading Scientists with Global Insight (L-INSIGHT), Kyoto University｜Phone: 075－753－5916／Email: admin-l-insight@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp

2024年1月16日［火］13:00－16:45

第1部 13:00－15:30／第2部 15:40－16:45
参加対象者 大学院生、PD、研究者、URA等研究支援担当者｜形式 会場（グループディスカッション）／配信（Zoomにてコメント受付）

言語 日本語・英語（同時通訳あり）｜参加費 無料

主催 京都大学世界視力を備えた次世代トップ研究者育成プログラム、京都大学大学院教育支援機構｜共催 白眉センター、京都大学学術研究展開センター、京都大学欧州拠点

京都大学百周年時計台記念館2F国際ホール III

シリーズについて　

国際的に解決すべき課題が次々 に顕在化する現在、学術と国際社会を接続する視点から研究テーマやキャリアを考える若手研究者も少なくないでしょう。

本シリーズでは、世界で活動する若手研究者が、自らの経験から得られた視点を一つのケースとして提示し、

全体と個、競争と共存のバランスを取りながらキャリアと研究課題をいかに戦略的に展望するのかを参加者と共に考えます。

シリーズ第3回について　

シリーズ第3回となる今回は、4人の登壇者と研究と社会の相互作用を考えます。

学際的な研究̶行動遺伝学を取り入れた教育心理学、AIと脳活動の共通的な理解 に̶取り組む若手二人は、

学術的・社会的に新しい分野が直面する課題について話します。

また、研究の創造性やインパクトと政策や社会との結びつきを専門家二人が説明します。

データサイエンスが世界的に浸透する一方で、研究環境や社会実装のあり方は文化圏によって異なります。

社会との関係を意識しながら研究を遂行するための観点を探ります。

参加登録 https://forms.gle/Rd2oaeAoaCdquwCi6

参加申込期限：2024年1月15日［月］（正午）／申し込み多数の場合は早めに会場参加を締め切る可能性があります。

第2部：ネットワーキングと軽食

第1部：シンポジウム

若手研究者によるケーススタディ

 ｜省庁・地方自治体との協業における心理学データの活用の視点から｜
「教育心理学・行動遺伝学に社会的インパクトはあるのか？」
髙橋雄介［京都大学大学院教育学研究科／L-INSIGHTフェロー］      

 ｜脳とAI研究の社会的受容の変化・進化の視点から｜
「異分野横断研究をどのように行うか̶神経科学と人工知能の融合研究を題材に」
高木優［大阪大学大学院生命機能研究科 知覚・認知神経科学研究室／
情報通信研究機構（NICT）脳情報通信融合研究センター（CiNet）］

専門家による研究のトピックとインパクトの分析 

 ｜効果的な社会的インパクトのために産業、社会、政策のステークホルダーに研究をどう伝えるかの視点から｜
「効果的な社会的・政策的インパクトのための科学コミュニケーション」
デーヴィズ・ブツ・ピーダスン［オールボー大学コミュニケーション・心理学科 人間中心科学・デジタル技術セクション］

 ｜科学と政策やソーシャルメディアの関係についての最新の研究成果｜
「学術書誌情報解析による研究トピックの国際的な時間差の観察」
浅谷公威［東京大学大学院工学系研究科 技術経営戦略学専攻］

開会メッセージ 

「研究の社会的インパクトとインナーサークルについて」
石川冬木［次世代研究創成ユニット長、プログラムマネージャー／
京都大学学術研究展開センター長／京都大学副学長］

Part 1 13:00－15:30／Part 2 15:40－16:45
Participants Graduate students, postdocs, researchers, URAs｜Event Format On-site (group discussion) / Online (on Zoom: accepting comments)

Language Japanese & English (simultaneous interpretation available)｜Registration Fee Free

Tuesday 16 January 2024 13:00－16:45
 International Hall III, Kyoto University Centennial Clock Tower Memorial Hall 2F

About the Series

In recent years, faced with the emergence of global agendas, 
many early career researchers may be turning their attention to solving social issues in the international society through their research themes and career. 

In this series, early career researchers who are active on the global arena will share their perspectives based on their own experiences as examples and discuss with participants strategies 
on how to look forward to careers and research issues balancing between the whole and the individual and between competition and coexistence.

About the Third Session

In this third session, we will explore interaction between research and society. 
Two early career researchers in interdisciplinary �elds̶one is integrating behavioral genetics into educational psychology and the other is trying to understand AI 

and human brain activity from their intersection̶will talk about challenges in conducting novel research in academic and social contexts. 
Two other experts will explain how policies and society relate to research creativity and impacts. 

While data science is globally used in social domains, research and social implementation environments differ across cultures. 
How should we view research and society to pursue our research goals?

Organizers Kyoto University Center for Enhancing Next-Generation Research / Kyoto University Division of Graduate Studies｜Collaborators The Hakubi Project / Kyoto University Research Administration Center / Kyoto University European Center

Registration https://forms.gle/Rd2oaeAoaCdquwCi6
Registration deadline: Monday, January 15, 2024 at noon／Registration for on-site participation may close before the deadline due to capacity constraints.

Part 2: Networking &
Refreshments

Part 1: Symposium

Case Studies by Early Career Researchers

 ｜With a perspective on the utilization of psychological data in collaboration with ministries and local governments ｜
“Do Educational Psychology and Behavioral Genetics Have Social Impact?”
TAKAHASHI Yusuke［Graduate School of Education, Kyoto University / L-INSIGHT Fellow］      

 ｜With a perspective on changing social acceptance of brain and AI research ｜
“Combining Neuroscience and Arti�cial Intelligence to Understand 
How Brain Activity Shapes Us and Our Lives”
TAKAGI Yu［Perceptual and Cognitive Neuroscience Laboratory, Graduate School of Frontier Biosciences, Osaka University / 
Center for Information and Neural Networks (CiNet), National Institute of Information and Communications Technology (NICT)］

Analyses of Research Topics and Impacts by Experts

 ｜With perspectives on how to communicate research to stakeholders in industry, society and policy for effective societal impact｜
“Science Communication for Effective Societal and Policy Impact”
David Budtz Pedersen［Human Centred Science and Digital Technology, Department of Communication and Psychology, Aalborg University］ 

 ｜Latest research �ndings on the relationships between science, policy, and social media｜
“Observation of International Time-Lag in Research Topics via Large-Scale Bibliographic Analysis”
ASATANI Kimitaka［Department of Technology Management for Innovation, Graduate School of Engineering, University of Tokyo］

Opening Message

“Social Impact of Research and Inner Circle”
ISHIKAWA Fuyuki［Program Manager, Program for the Development of Next-generation Leading Scientists 
with Global Insight (L-INSIGHT) / Director, Kyoto University Research Administration Center (KURA) / 
Vice-President for Academic Research Support, Kyoto University］

 L-INSIGHT Career Program

若手研究者が
データで解析する
人間と個性
̶遺伝、教育、AI、脳、研究の

社会的評価

Based on Data Studied

by Early Career Researchers: 

Genes, Education, AI, Brain, 

and Social Evaluation of Research

Human and Diversity of Individuals  

第2回第1回
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名誉教授メンター制度

対話による支援の一環として、各フェローが求めるメンターの諸条件を聴取し、適合する名

誉教授の選出とマッチングを行っています。名誉教授メンターは、所属や分野を超えて中立

的な立場でフェローと対話し、フェローが自らの成長に必要と考える課題等に対して助言を

行います。両研究者の対話は、制度を超えた人間関係に成り立つことを尊重し、面談の頻度・

内容については、各フェローが自身のメンターと柔軟に設定できるようにしています。

● 名誉教授が所属や分野を超えた中立的な立場でフェローと対話。フェロー
は長期的目標の実現に向けた助言などを得て、自身の自己評価と行動改善

を促進

● メンターとなる名誉教授は、研究分野の遠近度や話したい内容など、フェ
ローの希望に応じてマッチングを行い、マッチングが成立しメンタリング

が開始された後は、毎年両者に継続の意向を確認

● ミスマッチングや面談の調整が困難になった際は、フェローへの個別相談
を行い、メンターの変更を含めた適切なフォローを実施

活動

フェローの

コメント

「今の自分の立ち位置を確認し、その時点で確認するメルクマールになって

いる」

「現在とは異なる時代の実例を聞いて、自分にとってタブー視していたやり方

に可能性を見出す」

「自分がもっていなかった発想を聞き、こんなこともやっていいんだと思える」

「ボスと異なる方面へと研究の幅を拡げることに躊躇していたが、背中を押し

てもらった」

4-5月
フェローへの

希望条件聴取

6-7月
名誉教授の選出

メンターの依頼

マッチング

成立

初回

アポイントメント

取組みの

流れ

メンタリング

60分程度
1～5回/年

GIILP
（報告）

CToP

 CP-1
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GIILP面談（Global Insight Individual Logic Plan）

世界の先進事例を基盤としたスキルセット・マインドセットについて、令和2年度に第1期
フェローと議論を行ったところ、優れた若手研究者であれば、個々が必要とするコンピテン

シーの言語化は自身が行うことが妥当であり、研究活動との連関があってこそ価値があると

の考えが示されました。これを受け現在のコンピテンシー・フレームワークを設計、その言

語化と自己評価のプロセスを体系化し、面談と併用するツールであるGIILPを合わせて開発。
令和4年度はオフラインでのシステム運用を実施、令和4年度中に独自のオンラインシステ
ム開発を行い、運用を開始しています。現在までにおよそ70回の面談を実施し、記録データ
を分析しています。

● 目標や活動の設定を4月末から5月末までに全フェローに対して60分から
90分間を目安に実施 （GIILP面談・受入時面談）

● 面談は受講支援メンターを中心に実施。拠点長や名誉教授メンターから助
言を受けることも可能

● 長期的目標に対して、フェロー期間3年間でめざすコアサークル形成のプロ
セスを検討。活動遂行の確度を高めるコンピテンシーを言語化し、自己評

価とプログラム評価に活用、年度に参加するプログラムを検討

● オンラインシステムに記録し、翌年以降のヒアリングで経年的に活用

活動

フェローの

コメント

「どのような行動をすれば、どのようなことが身につくのかを知っておくこと

で、将来、何かをできるようになるためにどのような行動をすればよいかの

判断ができる」 
「言語化するから大型資金が取れ、資金が取れているから言語化できている」 
「将来新しいポジションを得るにあたって聞かれるであろう内容が網羅されて

いる」 
「ゆくゆくは研究室における標準的な取り組みになってほしい 」
「タイム対パフォーマスが高い取り組み」

価値創造
新しい価値を
生むため

自分自身のマインド
やスキルにおいて

一対一または小さな
グループ内での、人と
人の繋がりにおいて

より大きな集団や
複雑な社会における
システムにおいて

生まれた価値を
育てるため

内外調整

育てた価値を
社会・世界に
広げていくため

価値創造

Self

Interpersonal

Social System

自己評価の座標軸
3つの目的 3つの視点×

自己評価の座標軸

フェロー受入時

研
究
者
と
し
て
の

長
期
的
目
標

3
年
間
で
遂
行
す
る

教
育
研
究
上
の
活
動

フェロー受入期間

自
身
に
必
要
な
ス
キ
ル
セ
ッ
ト･

マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
の
具
体
化

自
己
評
価
を
実
施
し
、
活
動
と

目
標
を
修
正

プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
、
研
究
活
動

価値創造a

a

新しい価値を
生むため

生まれた価値を育て
るため

内外調整b

育てた価値を
社会･世界に
広げていくため

価値創造c

Social System3

より大きな集団
や複雑な社会に
おけるシステム
において

Interpersonal2

一対一または小
さなグループ内
での、人と人の
繋がりにおいて

1 Self

自分自身のマイ
ンドやスキルに
おいて

3
つ
の
目
的

3
つ
の
視
点

×

フェロー受入期間

自身に必要なスキル
セット･マインドセット

の具体化

自己評価を実施し、
活動と目標を修正

プログラム参加、
研究活動

フェロー受入時

研究者としての
長期的目標

3年間で遂行する
教育研究上の活動

b

c 3

2

1

取組みの流れ

CToP

CP-2
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L-INSIGHTワークショップ

オリエンテーション（4月）

本事業に新たに加わったフェローを対象に、年度始めに行うオリエンテーション。第1部では、
拠点長や運営担当者から、事業概要、実施体制、当該年度の提供プログラムの詳細等を説明

します。第2部では在籍フェローも加わり、新規加入フェローが自己紹介・研究紹介を行い
ます。この機会は、新たに加わったフェローにとって、同期フェローだけでなく在籍フェロー

とのコミュニケーションや関係構築のきっかけにもなっています。

フェロー研究会（毎月）
コロナ禍における国内外の渡航制限で実施できる活動活動の減少した中、それを補うための

企画として、フェローが自ら小規模の交流機会を計画しました。毎月フェローが輪番で座長

を務め、自身の研究から話題を提供します。専門分野を異にするフェロー同士で議論を深め

合うワークショップとなっています。

フェロー報告会・総会（3月）

在籍・修了フェローをはじめ、本事業のパートナー機関関係者、アドバイザリーボードメン

バー、名誉教授メンター、運営・推進委員等が一堂に会します。フェロー報告会では、その

年度がプログラム最終年度となるフェローが登壇し、目標に対する3年間の研究活動におけ
るアチーブメントについて報告します。総会では、拠点長が当該年度の総括と次年度の計画

を発表し、参加者による意見交換を行います。令和5年度は事業中間評価の結果についても
報告を行いました。会終了後には懇親会を実施し、フェローと学内外の事業関係者が交流を

深める機会となっています。

令和5年度フェロー報告会・総会には、大阪大学理事・副学長尾上孝雄教授、株式会社島津製作所基
盤技術研究所脳五感ユニット長務中達也様、 OIST研究担当ディーン ニコラス・ラスカム教授（当時）

もご参加くださり、激励のコメントをいただきました。

CToP

 CP-3
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研究費・渡航費・招聘費

スタートアップ研究費支援（1～2年目）

各フェローが、3年間のプログラムを通じて目標とするネットワークの構築・強化に必要な
研究等を実施するためのスタートアップ研究費。渡航・招聘等の旅費として活用することも

可能。1～2年目での申請・使用を推奨しています。

渡航による活動費支援（2～3年目）

各フェローが、最先端の知識や技術を共有し、国際的な研究実績を積むネットワークを掲載

するために、自身の専門分野で将来活躍されると期待される同世代の研究者との交流や、国

際学会での合同発表、国外での共同研究等を行うための海外渡航・滞在を支援。フェロー自

身がGIILPに記載した活動・目標に則した計画で、2～3年目に申請・使用することを推奨
しています。国際連携研修を通じて知り合った研究者との関係を継続するための渡航も可能

です。

招聘による活動費支援（3年目）

各フェローが、研究者間のネットワークの更なる強化を目指し、1～2年目で関係を築いた研
究者や、自身の専門分野で将来活躍されると期待される同世代の研究者を国内に招聘し、研

究成果発表会を開催するための支援。原則として、招聘研究者には国外の研究者を2名以上
含むこととし、予算の上限内で国内の研究者を招聘することも可能。フェロー自身がGIILP
に記載した活動・目標に則した計画で、3年目に申請・使用することを推奨しています。

渡航によるネットワーク形成

● 業界トップ企業訪問（ドイツ/ 雑草学）

● 研究会参加による人脈形成（アメリカ/ DNA修復）

● 現地ステークホルダーとのワークショップ開催（メキシコ・エルサルバドル / 防災

教育）

招聘によるコミュニティ形成

● ヒト画像研究国際シンポジウムの開催（アメリカ・中国・カナダ / 精神医学） 
● 留学中に知り合った研究者の短期滞在招聘・学会費提供（韓国 / 癌個別化医療）

● 国際セミナーの開催（アメリカ・オーストラリア / 進化遺伝学）

活用法・

成果

実践プログラム群

P-1, 2, 3
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論文投稿支援

フェロー提案プログラム

フェローの研究活動の国際的なヴィジビリティを上げ、国内外の研究者とのネットワーク構

築をサポートするための、研究成果の発信を支援しています。特に、フェローが筆頭著者あ

るいは責任著者として国際学術雑誌に論文投稿する際に必要な論文投稿料、オープンアクセ

ス料、英文校閲費等を支援しています。

フェローから寄せられた要望や、フェロー自らの企画・提案、国内外各地をフィールドとし

た実践を通して、自らの実力を試す新しい試みを支援しています。

● 国際誌論文投稿21件、科学イラストの作成支援 8件、英文校閲 4件、等
● その他、動画制作 17件、HP制作 9件　　　

● フェロー間における研究発表・意見交換の場（令和4年度より前述の「フェロー研

究会」として制度化、P.23参照）

● 資金獲得前のネットワーク形成を目的とした、若手研究者の交流機会
● メキシコでの官・学・地域社会を交えたワークショップ（令和4年度）

● 北海道での京都大学若手研究者・大学生、地元住民らによるビジョナリー
ワークショップ（令和4年度）

● 「研究者の、研究者による、次世代研究者のための研究指導を考える」ワー
クショップ（令和4年度）

● フェロー間における異分野融合研究の醸成機会（令和6年度より「融合研究着想コ

ンテスト」として制度化、P.26参照）

掲載誌（抜粋） : JAMA Internal Medicine, Circulation, FEMS Yeast Research,  ChemBioChem, Per-
sonality and Individual Differences, Journal of the American Heart Association, Separation and 
Purification Technology, Environmental Research Letters, ACP Publication, Scientific report, 
Water Research, PLANT PHYSIOLOGY ONLINE, JAMA Health Forum, Journal of Applied Ecolo-
gy, Frontiers Media SA, The Astrophysical Journal Letters, Transplantation and Cellular Therapy, 
Cell Reports Article Publishing, Transplantation and Cellular Therapy, BMC Medical Research 
Methodology ほか 

これまでの

支援例

これまでの

支援例

活動促進支援

活動促進支援

実践プログラム群

実践プログラム群

 P-4

 P-5
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融合研究着想コンテスト

専門分野が異なるフェロー同士が、将来的に各々の研究にブレークスルーをもたらす第一歩

となる異分野融合研究の可能性を探索し、1枚の概念図を用いたピッチプレゼンテーション
でそのアイディアを競い合うコンテストです。フェローから寄せられた提案をもとに、多様

な分野からなるフェローのコミュニティの活動促進がもたらす創発的効果に期待し、令和6
年度から開催。審査は、拠点長や本学理事をはじめとした学内外の幅広い分野の研究者によっ

て行われ、会場の招待参加者も投票に参加できます。受賞グループには、研究活動費を授与

します。

活動促進支援

● 各チーム、代表者（1名）および共同提案者（1名以上）となるフェロー2名以
上で構成。フェロー以外の京都大学所属の教職員や、フェローが推薦する

京都大学大学院生もチームに参加可能

● 概念図の作成とプレゼンテーションに向け、説明会とレクチャーを実施
● 審査は、拠点長をはじめとした学内外の研究者によって行われ、京都大学
の白眉センターやWPIに所属する研究者、フェローが招待する京都大学所
属の教職員・大学院生を含む会場の招待参加者も投票に参加できる

● 受賞グループには、研究活動費（大賞 1件 100万円・審査員賞2件各50万円）を授与

令和6年度 審査委員（予定）

ニコラス・ラスカム 沖縄科学技術大学院大学（OIST）ゲノム・遺伝

子制御システム科学ユニット教授

安浦寛人 「世界で活躍できる研究者育成プログラム総合支援事業」
プログラム・ディレクター（PD）、九州大学名誉教授

北川進 京都大学理事（研究推進担当）・副学長、高等研究院特別教授
喜多千草 文学研究科副研究科長
沼田英治 京都大学学術研究展開センター融合研究創成部門長
石川冬木 京都大学副学長（学術研究支援担当）、学術研究展開センター長、
若手研究者戦略育成拠点長

協力
宮野公樹 京都大学学際融合教育研究推進センター准教授

内容

5月
エントリー希望者説明会

「よいプレゼンとは？」

6月
エントリー受付

7-8月
概念図の作成

9月
コンテスト･

授賞

10-1月
研究活動費

執行

Mon. Sep. 30, 2024
 14:30－17:20

2024年9月30日［月］

L-INSIGHT is hosting the “Integrated Research 
Idea Competition,” where the L-INSIGHT Fellows 
will showcase their ability to spark collaboration 
across disciplinary boundaries. We hope this 
competition will energize young researchers and 
serve as a stepping stone toward their future 
breakthroughs. On the day of the event, partici-
pants will present their ideas using a single slide, 
and the winning group will be awarded a research 
fund of one million yen.

L-INSIGHTでは「融合研究着想コンテスト」と銘打ち、
フェローが異分野間における創発の腕を
競い合うコンテストを開催致します。
若手コミュニティの活動促進を通じて、
各々の研究に将来ブレークスルーをもたらす第一歩が
踏み出されることを期待しています。
当日は、1枚のスライドによるプレゼンテーションを行い、
受賞グループには研究活動費100万円を贈呈します。 

［Part 1｜14:30－16:25］ 

Opening Remarks / Presentations
［Part 2｜16:40－17:20］ 

Results Announcement / Networking Session

プログラム｜Program

［第1部｜14:30－16:25］ 
趣旨説明・プレゼンテーション
［第2部｜16:40－17:20］ 
審査結果発表・情報交換会

Invited Guests Only

対象｜Audience

招待者限定

Announcements and presentations will be 
in Japanese. Presentation slides will include 
content in English.

使用言語｜Languages

進行・発表は日本語で行われますが、
発表資料には英語も含まれます。

International Hall III, 
Kyoto University Clock Tower Centennial Hall, 2F

会場｜Venue

京都大学 百周年時計台記念館 2F 
国際交流ホールIII

Program for the Development 
of Next-generation Leading Scientists 
with Global Insight (L-INSIGHT)

主催｜Organizer

京都大学 世界視力を備えた
次世代トップ研究者育成プログラム
（L-INSIGHT）

 L-INSIGHT Workshops

L-INSIGHT
Integrated 
Research
Idea 
Competition
2024

 L-INSIGHT研究会

2024年度 
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名誉教授メンター（退職時の所属）

阿形清和* 理学研究所

井手亜里 工学研究科
岡田憲夫* 防災研究所

小川 修  医学研究科

皆藤 章  教育学研究所

小泉昭夫  医学研究科

坂井義治* 医学研究科

佐藤文彦* 生命科学研究科

杉山雅人  人間・環境学研究科

積山 薫  総合生存学館

瀬原淳子  医生物学研究所

寶馨*   総合生存学館

田中耕司  東南アジア研究所

中尾一和  医学研究科

橋田 充  薬学研究科

平岡眞寛  医学研究科

間瀬 肇*  防災研究所

山極壽一* 理学研究科

余田成男  理学研究科

吉川左紀子* こころの未来研究センター

アドバイザリーボード （順不同）

宇佐美文理

小田一郎*
尾上孝雄

狩野光伸

柴田真吾

高見義之*
西嶋一欽*
沼田英治

深田浩司*
藤森義弘

務中達也

横山昌人

David Budtz PEDERSEN*
Meng Ling MOI*
Michael USEEM*
Roger GOODMAN*

外部評価委員

磯谷桂介

亀井加恵子

永野 博
辺見昌弘

David Budtz PEDERSEN

（以上、五十音順）

*2023年度以前に任期を終了した方々

L-INSIGHT事務局
プログラム開発ワーキンググループメンバー

拠点長　石川冬木

統括マネージャー URA 鮎川 慧
統括マネージャー URA 菅井佳宣
担当 URA 齊木あや
受講支援メンター 特定准教授　仲野安紗

事務室
特定職員 寺澤映美
派遣職員 類家麻希子
研究推進課 米井 進
研究推進課 土屋 悠
研究推進課 吉元幸司
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